
令和７年第２回定例会９月議会 

あきた未来創造部 
 

総務企画委員会 

【議案関係資料】 
 

９月８日提出 

 

 

 

 

 

 

- 1 -



令和７年第２回定例会（９月議会）予算及び付託議案審査関係資料

令和７年９月８日
あきた未来創造部

【予算関係】

＜あきた未来戦略課＞

ふるさと納税推進事業について ・・・３

＜移住・定住促進課＞

若者の県内定着・回帰総合支援事業について ・・・５

あきた未来世代移住戦略推進事業について ・・・７

＜次世代・女性活躍支援課＞

秋田県南部男女共同参画センターの移転について ・・・９
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ふるさと納税推進事業について（新規） 
 

あきた未来戦略課  
１ 目 的 
  県のふるさと納税の寄附受付ポータルサイトを拡大するとともに、新たな返礼品を追加し、秋田県の魅力や県

産品のＰＲのほか、県外在住者との関係性の深化を図りながら、県歳入の確保にもつなげる。 

 

２ 内 容 
（１）開 始 時 期  令和７年 12 月（予定） 
（２）ポータルサイト   「ふるさとチョイス」「さとふる」に加え、「楽天ふるさと納税」「ふるなび」を追加 
（３）返   礼   品  サキホコレや秋田牛、秋田ノーザンハピネッツ観戦チケット、宿泊クーポンなど 

※想定寄附額 令和７年度     ２５，０００千円 
令和８・９年度 各１００，０００千円 
  

３ 予算額（令和７年度） 
１２，４７０千円（ ㊀１２，４７０千円 ） 
  旅費                       ９千円 

役務費       ３，２７２千円 
  委託料       ９，１８９千円 

（役務費の内訳） 

     ・ポータルサイト利用料、クレジットカード決済手数料など 

（委託料の内訳） 

・返礼品調達費用                  ７，５０５千円 

・返礼品の手配や寄附情報の管理事務等の事務委託費用 １，６８４千円 
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４ 債務負担行為の設定 
（１）設定期間 

令和８年度から９年度まで 

（２）理由 

   返礼品の確保・提供等の一連業務を安定的に行うため、業務受託業者と複数年の契約を締結する必要がある。 

（３）限度額 

７３，４９８千円（ ㊀７３，４９８千円 ） 
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若者の県内定着・回帰総合支援事業について（新規）

移住・定住促進課

１ 目的

首都圏の大学生等を対象に、就職活動に要する交通費への支援を目的とするキャンペーンを実施し、若者の県

内就職の拡大による県内定着・回帰の促進を図る。

２ 内容

こっちゃけ！就活応援キャンペーン事業

（１）こまちで就活キャンペーン

・秋田新幹線こまちの一部車両を貸し切り、県内企業の若手社員との意見交換や県内就職を目指す学生同士

の交流を目的とする新たな就活イベントを車内で開催

・事業対象：東京、上野、大宮及び仙台から乗車する就職活動中の大学生等６０名程度

・実施時期：令和７年１２月の運行（予定）

・委 託 先：（株）ジェイアール東日本企画との単独随意契約（予定）

（２）就活応援ポイントキャンペーン

・県内で開催される県主催の就活イベントや、県内企業が行うインターンシップに参加する大学生等に対し、

交通費相当額の一部をキャッシュレスポイントにより付与（※）

・事業対象：県内企業への就職活動を行う大学生等

２００名程度

・対象期間：令和７年１０月～令和８年３月末

（予算上限に到達するまでの期間）

・委 託 先：企画提案競技により決定

※ 付与ポイント【大学等の所在地に応じた定額】

秋田県内 ２，５００円分

東北地方 ５，０００円分

北海道・関東地方 １０，０００円分

中部・近畿地方 １２，５００円分

中国地方以西 １５，０００円分
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３ 予算額

１３，８３３千円（ １３，８３３千円）

旅 費 ５７千円

委託料 １３，７７６千円

（委託料の内訳）

（１）こまちで就活キャンペーン ７，９５０千円（ ７，９５０千円）

・広告宣伝費 ２，７００千円

・車両貸切経費 ２，７７５千円

・一般管理費 ６４５千円

・事務費等 １，１０７千円

・消費税 ７２３千円

（２）就活応援ポイントキャンペーン ５，８２６千円（ ５，８２６千円）

・広告宣伝費 ３，２００千円

・キャンペーン原資 １，３６４千円

・一般管理費 ４８１千円

・事務費等 ２５１千円

・消費税 ５３０千円
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あきた未来世代移住戦略推進事業について（新規）

移住・定住促進課

１ 目的

移住・定住ポータルサイトや就活情報サイト等の再構築案を策定するとともに、移住に関する意識調査を行う

ことにより、実効性の高い移住施策を推進し、移住者の増加を図る。

２ 内容

（１）デジタルを活用した移住定住対策強化事業

専門家によるディレクション（※１）により、現在稼働している４つのウェブサイトを分析し、各登録機能

の統合や情報コンテンツについて抜本的な見直しを行う。

①対象サイト

・移住・定住総合ポータルサイト「“秋田暮らし”はじめの一歩」

・学生就活情報サイト「KocchAke!」
・移住支援金マッチングサイト

・Ａターン就職マッチング支援「就職ナビ」

②ディレクション業務の主な内容

・現状分析、調査

・戦略設計、企画

・UI/UX（※２）改善設計

・実装設計、仕様書検討

※1 ウェブサイト制作におけるプロジェクト全体

を管理・指揮し、企画・設計・制作など一連の

プロセスを円滑に進めること

※2 UI（ユーザーインターフェイス）

ユーザーとサービスをつなぐ接点（ウェブサイトのレイアウトデザイン等）

UX（ユーザー エクスペリエンス デザイン）

ユーザーがサービス等から得る体験・感覚のこと
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（２）子育て世帯等移住意識調査事業

首都圏等在住の本県出身の子育て世帯や若者を対象に、移住に関する意識調査を実施する。

・対象 首都圏等在住の本県出身の子育て世帯・若者（約４００人）

・方法 ウェブアンケート調査

３ 予算額

６，４６０千円（㊀６，４６０千円）
委託料 ６，２７０千円

需用費等 １９０千円

（委託料の内訳）

（１）コンサルティング経費 ４，２９０千円（㊀４，２９０千円）

・分析、企画立案経費 ２，０９１千円

・仕様書作成費用 ５４５千円

・伴走支援、一般管理費等 １，２６４千円

・消費税 ３９０千円

（２）アンケート調査経費 １，９８０千円（㊀１，９８０千円）
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秋田県南部男女共同参画センターの移転について

次世代・女性活躍支援課

１ 経緯
南部男女共同参画センターの建物賃貸人から、建物の老朽化を理由に、令和７年度末をもって契約を終了す

る旨の告知があり、調査・検討の結果、横手商工会議所大町会館へ移転することとした。

２ 移転先
（１）所在地

横手市大町７番１８号
（２）賃借スペースの概要

横手商工会議所大町会館内 ２階事務室、２階和室、３階会議室

３ 予算額
３，００４千円（㊀３，００４千円）

需用費等 ２９６千円
役務費 ６６２千円
委託料 １，４５５千円
使用料及び賃借料 ５９１千円

（委託料の内訳）
・廃棄物処理経費 ２６８千円
・ＯＡフロア改修等経費 １，１８７千円

【参考】秋田県南部男女共同参画センター概要

（１）所 在 地

横手市神明町１番９号

（２）設置目的

男女共同参画社会の形成を推進しようとする団体等に対し、情報及び研修の機会を提供するとともに、その団体等の交流その他の

活動を支援する。

（３）施設概要（開設日：平成１４年７月３０日）

情報交流室、交流サロン、団体・グループ活動室、事務室、子どもサロン、研修室
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【今後のスケジュール】
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